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5． 要旨： 
ナトリウム冷却高速炉のシビアアクシデント時に環境へ放出される核分裂生成物（以

下「FP」という。）においては、FP の沈降、壁等への沈着等の移行挙動を適切に考慮し

て評価することが重要である。その際、FP の物理的・化学的特性が重要なパラメータと

なるため、対象となる FP の化学形態を特定しなければならない。FP が格納容器内に移

行した場合の化学形態を理論的に推定する方法について、以下のとおり専門家と意見交

換を行った。 
 格納容器内での FP の化学形態については、ナトリウム冷却高速炉のシビアアクシデ

ント時の事象進展解析結果等に基づき、FactSage[1]等の熱力学平衡計算コードを用

いることよって理論的に評価することが可能。 
 FP の化学形態を支配するパラメータは、主として元素、温度、水蒸気分圧、酸素分

圧等である。 
 

6． その他： 
 [1] C.W. Bale, E. Bélisle, P. Chartrand et al., “FactSage thermochemical software and 

databases, 2010–2016,” Calphad 54, 35-53 (2016).  
 


